










【要約】川崎病患者にγ-グロブリン療法を行うと急激な白血球(好中球)数の減少がみら

れる。この現象が明らかでない症例に冠動脈障害が発生しやすい。この白血球減少効果は

ITP 患児においても認められ、本療法の作用機序として白血球減少効果も考察すべきであ

ろう。


